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当社千葉工場 第2感光材工場の操業再開について  

～当社千葉工場の火災事故に関するお知らせ（続報）～  

 

平成20年11月8日に発生いたしました、当社千葉工場 第2感光材工場 3階北側電気室にお

ける火災につきましては、 近隣住民の皆様をはじめ、株主の方々、お取引先様など多くの

皆様に度重なるご迷惑、ご心配をお掛けしたことを深くお詫び申し上げます。 

 

火災事故の発生場所である当社千葉工場第2感光材工場は、事故発生以来、生産を停止し

ておりましたが、この度復旧工事が完了し、操業を再開することとなりましたので下記の

とおりご報告申し上げます。 

  

 当社は、今回の火災事故を真摯に受け止め、安全管理と再発防止策を徹底し、信頼回復

に努めてまいります。 

 

記 

 

１．使用停止命令の解除を受けた施設 

千葉工場第 2 感光材工場 

 

２．今後の予定 

平成 21 年 7 月下旬頃より装置洗浄を開始し、順次、本格生産へ移行いたします。 

 

３．火災原因および再発防止策について 

事故直後より当社内に事故調査委員会を設置し、火災原因の究明に取り組んでまいり

ました。 

この度、当社事故調査委員会は、火災原因を第2感光材工場3階北側電気室に設置して

いる動力制御盤からの地絡漏電による出火と特定いたしました。 

また、出火元の見解は、第三者である東京理科大学理工学部電気電子情報工学科首藤

教授及び諏訪東京理科大学システム工学部須川教授（東京理科大学総合研究所火災科学

部門(併任研究所員))による意見書とも一致しております。 



当社は、操業再開にあたり、類似事故を防止するため、地絡漏電遮断機を設置すると

ともに、工事バリデーションの運用手順を定め、工事内容および設備の品質確認を行っ

ております。 
さらに、消防計画および予防策を見直し、従業員への安全教育を通じて運用を徹底し

てまいります。 
 

以 上 


